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今
回
の
視
点
は
、
会
員
の

皆
様
へ
の
ク
イ
ズ
か
ら
始
め

た
い
。
学
校
教
育
に
関
連
し

て
、
次
の
期
日
か
ら
導
入
や

移
行
と
示
さ
れ
た
も
の
は
何

か
？
①
「
令
和
三
年
四
月
」

②
「
令
和
四
年
を
目
途
に
」

③
「
令
和
五
年
度
以
降
段
階

的
に
」
。
さ
て
、
会
員
の
皆

様
は
お
解
り
だ
ろ
う
か
◆
①

は
、
多
く
の
方
が
、
中
学
校

新
学
習
指
導
要
領
本
格
実
施

を
思
い
浮
か
べ
た
か
も
し
れ

な
い
。
現
場
の
教
師
で
あ
れ

ば
納
得
だ
。
し
か
し
、
全
日

教
連
会
員
の
皆
様
に
は
、
昨

年
、
当
時
の
郡
司
隆
文
全
日

教
連
委
員
長
が
国
会
等
で
答

弁
し
た
一
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
の
導
入
を
思
い
浮

か
べ
て
ほ
し
い
。
②
は
、
小

学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科

担
任
制
の
導
入
。
③
は
、
休

日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地

域
移
行
◆
工
藤
勇
一
氏
（
横

浜
創
英
中
学
高
等
学
校
長
）

は
、
千
代
田
区
立
麹
町
中
学

校
長
時
代
に
、
生
徒
に
対
し

て
「
時
間
は
無
限
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
一
日
二
十
四
時

間
で
あ
り
、
自
由
に
使
え
る

時
間
は
更
に
少
な
い
。
そ
の

中
で
成
果
を
出
す
に
は
、
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要

だ
」
と
事
有
る
毎
に
話
し
た

そ
う
だ
◆
先
の
①
②
③
の
期

日
は
、
ど
れ
も
文
部
科
学
省

等
の
文
書
に
示
さ
れ
た
も
の

で
、
今
後
は
行
政
、
学
校
現

場
、
保
護
者
、
地
域
が
、
思

い
を
一
つ
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
子
供

た
ち
の
手
本
と
な
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
日
に
向

け
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効

に
活
用
し
準
備
を
進
め
よ
う

（
島
）
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令和２年度　全日本教職員連盟

web全国調査への協力のお願い

　全日教連は、今年度新型コロナウイルス感

染症への対応によって増加した業務や教育課

程の工夫等について調査を行っています。現

在約８００校から回答をいただいています。全

国調査への御協力をお願いいたします。

１　対象　教職員（所属校会員代表者）

２　締切　９月３０日（水）

「学校における新型コロナウイルス
感染症対応に関する実態調査」　　

全日教連  全国調査 検索

児
童
虐
待
防
止
の
強
化
等
を
要
望

第
四
次
中
央
要
請
行
動（
厚
生
労
働
省
）

全
日
教
連
事
務
局
専
従
は
、
七
月
三
十
日
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
児
童
相
談
所
の

体
制
整
備
や
不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度
等
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

（
以
下
、
主
な
回
答
）

と
め
周
知
啓
発
等
を
進
め
て

き
た
。

　
地
方
公
務
員
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
管
轄
で
あ
る
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
厚
生
労

働
省
と
し
て
直
接
の
働
き
か

け
は
行
っ
て
い
な
い
。

【
意
見
】

全
　
企
業
等
に
周
知
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
総
務
省
と
の
連
携
を
行

う
こ
と
等
に
よ
り
、
地
方
公

務
員
に
も
導
入
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
お
願
い
す
る
。
学

校
現
場
に
お
い
て
も
各
種
不

妊
治
療
の
制
度
が
導
入
さ
れ

れ
ば
、
教
職
員
も
安
心
で
き

る
環
境
に
な
る
。
昨
年
度
の

人
事
院
勧
告
で
は
不
妊
治
療

と
仕
事
の
両
立
を
課
題
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。
国
家
公
務

員
に
お
い
て
諸
制
度
が
採
用

さ
れ
れ
ば
、
地
方
公
務
員
へ

の
採
用
に
つ
い
て
も
期
待
で

き
る
。
国
家
公
務
員
に
お
け

る
休
暇
制
度
の
新
設
等
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

厚
　
現
時
点
で
は
、
民
間
事

業
主
に
対
す
る
支
援
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
地
方
公
務

員
に
つ
い
て
は
今
後
、
総
務

省
と
の
連
携
を
考
え
て
い
き

た
い
。

全
　
既
に
条
例
で
導
入
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
今

後
、
他
の
自
治
体
へ
の
導
入

を
促
す
た
め
に
、
既
に
導
入

し
て
い
る
自
治
体
を
公
表
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

厚
　
長
野
県
で
は
無
給
で
あ

る
が
不
妊
治
療
の
た
め
に
一

年
間
の
休
暇
を
取
得
で
き

る
。
条
例
に
よ
っ
て
不
妊
治

療
の
休
暇
制
度
を
設
け
て
い

る
事
例
等
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
よ

う
な
情
報
を
公
表
す
る
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

れ
て
い
る
。
ま
た
、
非
常
勤

で
の
配
置
や
地
域
の
弁
護
士

事
務
所
と
契
約
す
る
等
の
方

法
も
含
め
る
と
、
全
国
二
百

十
五
の
児
童
相
談
所
全
て
で

体
制
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。

　
保
健
師
に
関
し
て
は
令
和

元
年
度
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
現
在
の
条
文
で
あ
る

「
医
師
ま
た
は
保
健
師
を
児

童
相
談
所
に
配
置
す
る
」
か

ら
新
し
く
「
医
師
及
び
保
健

師
」
と
改
訂
さ
れ
た
（
令
和

四
年
四
月
一
日
施
行
）
。
現

在
は
医
師
か
保
健
師
か
ど
ち

ら
か
と
な
っ
て
い
る
が
、
令

和
四
年
度
か
ら
は
医
師
と
保

健
師
の
両
方
を
配
置
す
る
の

が
法
令
上
の
規
定
と
な
る
。

現
在
は
そ
の
準
備
期
間
で
あ

り
、
令
和
四
年
ま
で
に
は
配

置
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
。要

望
五
に
つ
い
て

厚
　
不
妊
治
療
の
為
の
休
暇

制
度
や
失
効
年
休
の
積
立
休

暇
制
度
等
、
仕
事
と
不
妊
治

療
の
両
立
を
可
能
と
す
る
職

場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
　
厚
生
労
働
省
で
は
一
般
企

業
に
対
し
て
、
働
き
な
が
ら

不
妊
治
療
を
続
け
る
従
業
員

に
対
す
る
職
場
の
理
解
や
事

業
主
の
取
組
の
促
進
を
す
る

た
め
、
不
妊
治
療
に
つ
い
て

の
知
識
や
、
不
妊
治
療
と
仕

事
を
両
立
す
る
取
組
等
を
ま

ず
、
児
童
相
談
所
に
お
け
る

組
織
の
専
門
性
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お

り
、
児
童
相
談
所
配
属
経
験

者
や
Ｏ
Ｂ
の
再
配
置
等
、
効

率
的
な
人
事
異
動
サ
イ
ク
ル

で
人
事
配
置
が
進
む
よ
う
自

治
体
に
通
知
し
て
い
る
。
更

に
日
本
社
会
福
祉
士
会
等
の

専
門
団
体
に
児
童
福
祉
司
等

と
し
て
児
童
相
談
所
へ
の
就

職
の
可
能
性
を
考
え
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
施
策
推
進
に
よ
り
児
童

相
談
所
の
体
制
強
化
を
支
援

し
、児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け

て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
意
見
】

全
　
専
門
人
材
の
確
保
に
つ

い
て
は
、「
子
ど
も
虐
待
に

よ
る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結

果
等
に
つ
い
て
（
第
十
五
次

報
告
）
」（
令
和
元
年
八
月
）

に
お
い
て
、
国
へ
の
提
言
と

し
て
保
健
師
や
弁
護
士
等
の

配
置
の
促
進
が
必
要
で
あ
る

と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
人

的
体
制
の
整

備

に

つ

い

て
、
現
状
ど

の
よ
う
に
な

っ

て

い

る

か
。

厚
　
令
和
元

年
四
月
一
日

現
在
で
、
常

勤
の
弁
護
士

が
全
国
で
十

三
人
配
置
さ

要
望
一
に
つ
い
て

厚
　
近
年
増
加
し
て
い
る
児

童
虐
待
へ
の
対
応
を
よ
り
適

切
に
行
う
た
め
、
平
成
三
十

年
十
二
月
に
「
児
童
虐
待
防

止
体
制
総
合
強
化
プ
ラ
ン

（
新
プ
ラ
ン
）
」を
策
定
し
、

実
施
し
て
い
る
。
新
プ
ラ
ン

で
は
児
童
福
祉
司
を
現
在
の

三
千
二
百
四
十
人
か
ら
令
和

二
年
度
ま
で
に
五
千
二
百
六

十
人
、
同
様
に
児
童
心
理
士

を
千
四
百
四
十
七
人
か
ら
二

千
百
五
十
人
体
制
に
増
員
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
令
和

二
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

児
童
福
祉
司
約
四
千
七
百
人

分
、
児
童
心
理
士
約
千
七
百

九
十
人
分
の
地
方
交
付
税
措

置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
各
自
治
体
に
お
け
る

専
門
的
な
人
材
の
確
保
を
国

と
し
て
支
援
す
る
た
め
に
、

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
採
用
の
み
な
ら

厚生労働省への要望書を手交する
島村委員長

「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
～

『
学
校
の
新
し
い
生
活
様

式
』
～
」（
会
談
当
日
の
令
和

二
年
八
月
六
日
発
出
）
の
更

新
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
は
「
常
時
マ

ス
ク
を
す
る
必
要
は
な
い

（
熱
中
症
対
策
）
こ
と
や
、

床
の
消
毒
や
机
・
椅
子
、
ト

イ
レ
等
の
特
別
な
消
毒
は
不

要
等
の
新
た
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
示
し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
学
校
現
場
の
負
担
軽
減
へ

と
繋
げ
た
い
」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
島
村
全
日
教
連
委

員
長
か
ら
は
、
滝
本
初
等
中

等
教
育
局
長
の
前
役
職
が
ス

ポ
ー
ツ
庁
次
長
で
あ
っ
た
四

月
の
会
談
で
も
話
題
と
な
っ

た
、
部
活
動
改
革
に
つ
い
て

も
要
望
を
行
っ
た
。

　
両
氏
と
も
に
、
就
任
直
後

で
多
忙
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
面
会
の
時
間
が
確
保
で
き

た
こ
と
は
、全
日
教
連
及
び
全

日
教
連
所
属
会
員
の
皆
様
方

の
日
頃
の
現
場
で
の
実
績
が

評
価
さ
れ
て
い
る
証
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
全
日
教
連
は
現

場
の
意
見
を
集
約
し
、
教
育

環
境
等
の
改
善
の
為
、
積
極

的
に
文
部
科
学
省
へ
の
提
言

・
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

職
員
の
身
体
的
・
精
神
的
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
等
の
課

題
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
丸
山
文
部

科
学
審
議
官
か
ら
は
、「
消

毒
等
、
教
師
が
必
ず
し
も
行

う
必
要
が
な
い
業
務
に
つ
い

て
は
、
第
二
次
補
正
予
算
で

配
置
さ
れ
る
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
に
お
願

い
し
た
り
、
同
じ
く
配
当
さ

れ
た
学
校
再
開
支
援
経
費
を

活
用
し
て
業
者
に
委
託
し
た

り
す
る
等
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
こ
と
を
周
知
し
て
ほ
し

い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。
ま

た
、「
今
回
の
補
正
予
算
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
し

っ
か
り
と
議
論
し
予
算
を
獲

得
し
て
い
く
」
と
い
う
心
強

い
話
も
あ
っ
た
。

　
次
に
滝
本
初
等
中
等
教
育

局
長
と
の
意
見
交
換
で
は
、

　
八
月
六
日
、
事
務
局
専
従

四
名
は
、
文
部
科
学
省
に
お

い
て
、
七
月
二
十
八
日
付
の

人
事
異
動
で
文
部
科
学
審
議

官
に
就
任
し
た
丸
山
洋
司
氏

（
前
初
等
中
等
教
育
局
長
）

及
び
、
初
等
中
等
教
育
局
長

に
就
任
し
た
滝
本
寛
氏
（
前

ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
）を
表
敬
訪

問
し
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
丸
山
文
部
科
学
審
議
官
と

の
会
談
で
は
、
島
村
暢
之
全

日
教
連
委
員
長
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

に
伴
う
学
校
現
場
の
現
状
を

伝
え
た
。そ
の
際
、全
日
教
連

が
実
施
し
た
全
国
調
査
「
学

校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
関
す

る
実
態
調
査（
中
間
報
告
）」

を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
、教
育
課

程
の
編
成
及
び
実
施
の
状
況

や
、教
室
等
の
消
毒
等
が
、教

コロナ禍の学校現場を支援

文部科学省を表敬訪問

丸山洋司文部科学審議官へ全国調
査の中間集計結果について報告す
る島村暢之全日教連委員長

こちらのQRコードまた

は、インターネットから

「全日教連　全国調査」

と検索すると入力画面に

進めことができます。

要
望
内
容

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
児
童
虐

待
に
対
し
、「
児
童
虐
待

防
止
対
策
体
制
総
合
強
化

プ
ラ
ン
」
で
示
さ
れ
た
専

門
人
材
の
確
保
等
、
児
童

相
談
所
の
体
制
の
整
備
を

確
実
に
進
め
る
こ
と

二
　
「
新
・
放
課
後
子
ど
も

総
合
プ
ラ
ン
」に
つ
い
て
、

「
学
校
の
新
し
い
生
活
様

式
」
に
則
り
、
三
密
を
回

避
す
る
た
め
の
人
材
確
保

及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
等
の
環
境

整
備
の
予
算
を
確
実
に
措

置
す
る
こ
と

三
　
就
学
時
の
不
適
応
を
防

ぎ
、子
供
た
ち
を
健
全
に
育

成
す
る
た
め
に「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の

未
設
置
の
市
区
町
村
に
対

し
て
設
置
を
促
す
と
と
も

に
機
能
を
強
化
す
る
こ
と

四
　
教
職
員
の
精
神
疾
患
に

よ
る
病
休
者
の
減
少
及
び

過
労
死
等
を
防
止
す
る
た

め
に
、
引
き
続
き
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
集
団

分
析
の
実
施
に
つ
い
て
働

き
か
け
る
こ
と

五
　
不
妊
治
療
に
対
す
る
支

援
制
度
の
周
知
並
び
に
財

政
的
支
援
を
更
に
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
不
妊
治
療

に
特
化
し
た
制
度
（
不
妊

治
療
休
暇
制
度
・
失
効
年

休
の
積
立
休
暇
制
度
等
）

を
採
用
す
る
こ
と

六
　
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
都
道
府

県
・
市
区
町
村
へ
の
配
置

を
促
進
す
る
こ
と


